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広 報

世帯数 2,067戸
人 口 6,968人

男 3,354人
女 3,614人

出 生 男 2 女 1 計 3
死 亡 男 1 女 4 計 5

転 入 男 3 女 6 計 9
転 出 男 3 女 4 計 7

（平成12年６月30日現在）

町 民 の 動 き

２０００

８
第３６２号

夏だ!! 第16回 勝浦川

夏休みに入った最初の土・日曜日22

日・23日、夏空の下、恒例の勝浦川あ

ゆまつりが星谷橋下河川敷で開催され、

大勢の家族づれでにぎわいました。

２日間で約1,500人が町内外から訪

れ、元気に泳ぎ回るアユを素手で捕ま

えては大きな歓声を上げていました。

炎天下でご協力いただきました、勝

浦川漁協・交通安全協会ほか関係者の

方々に心からお礼申し上げます。
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三
位
入
賞
に
輝
く

勝
浦
町
消
防
団
第
六
分
団

第
二
十
二
回

徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会

七
月
二
十
三
日

吉
野
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

七
月
二
十
三
日

に
開

催
さ
れ
た
第
二
十
二
回
徳

島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
、
勝

浦
町
消
防
団
第
六
分
団
が

出
場
し
、
県
下
の
地
方
分

会
か
ら
選
抜
さ
れ
た
十
六

消
防
団
中
、
見
事
三
位
入

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
ぶ
し
い
日
差
し
が
身

を
焦
が
す
よ
う
な
真
夏
の

日
の
中
で
、
選
手
た
ち
は

積
み
重
ね
て
き
た
訓
練
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

出
場
し
た
ど
の
分
団
に
も

劣
ら
な
い
見
事
な
技
を
披

露
し
ま
し
た
。

操
法
大
会
三
位
入
賞
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
大

会
出
場
を
契
機
に
、
一
層

の
団
結
と
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

大
会
出
場
に
よ
せ
て

第
六
分
団
分
団
長

じ
り
じ
り
と
肌
を
刺
す
真
夏
の
太
陽
の

下
、
選
手
た
ち
は
昨
夜
、
分
団
員
一
同
が

丹
念
に
整
備
し
た
用
具
を
揃
え
、
待
機
線

上
に
並
ん
だ
。

「
操
法
開
始
」
の
合
図
に
指
揮
者
は
指

揮
位
置
へ
移
動
し
、「
集
ま
れ
」
の
掛
け
声
。

い
よ
い
よ
長
か
っ
た
練
習
の
成
果
が
問
わ

れ
る
一
瞬
（
と
き
）
が
き
た
。

積
み
重
ね
た
練
習
ど
お
り
の
息
の
合
っ

た
規
律
と
節
度
の
あ
る
動
作
で
定
位
に
着

き
、
操
法
は
開
始
さ
れ
た
。

俊
敏
な
操
作
で
、
丁
寧
に
巻
か
れ
た
ホ
ー

ス
が
伸
び
て
い
き
、
水
利
の
準
備
が
整
っ

て
い
く
。
目
標
の
火
点
と
ポ
ン
プ
の
間
を

全
速
力
で
駆
け
抜
け
、
選
手
の
顔
は
汗
が

に
じ
み
、
息
は
上
が
っ
て
く
る
。

「
納
め
」。
指
揮
者
の
合
図
に
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
こ
と
に
心
で

は
「
ほ
っ
」
と
し
な
が
ら
、
依
然
と
真
剣

な
動
作
を
心
が
け
る
。

選
手
た
ち
の
顔
に
や
っ
と
満
ち
足
り
た
笑

顔
が
浮
か
ん
だ
の
は
、「
別
れ
」
の
敬
礼
の
手

を
降
ろ
し
た
後
に
、
後
方
で
応
援
し
て
い
た

第
六
分
団
員
を
振
り
返
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。

三
月
か
ら
訓
練
を
開
始
し
、
長
期
間
ご

指
導
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
や
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
様
々
な
方
々
に
分
団
一
同
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３位入賞の銅メダルを首にかけ

待機線上で整列
動作一つ一つを規律正しくそろって行動

「操作はじめ」の合図に
機敏に動き出す

水利の準備は素早く正確に放水開始の「伝達おわり」、「筒先員交代」

放水体制完了

「わかれ」の掛け声で操法終了

（日）

（日）
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沼
江
・
横
瀬
に
続
き
、
生
比
奈
保
育
所
に

お
い
て
も
、
園
児
と
保
護
者
で
組
織
す
る

「
生
比
奈
な
か
よ
し
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
ま
わ
り
さ
ん
の
交
通
安
全
の

話
、
紙
芝
居
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
に
お
い
て
、
幼
児
等
の
交
通
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

発
足

７
月
５
日
、
生
比
奈
保
育
所

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

生
比
奈
な
か
よ
し

交
通
安
全
ク
ラ
ブ

民
生
児
童
委
員
活
動

民
生
児
童
委
員
活
動
の

一
端
と
し
て
、
保
育
所
児

童
と
の
交
流
会
が
、
六
月

二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
、

昼
ま
で
、
横
瀬
保
育
所
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

場
面
は
、
民
生
児
童
委
員

男
性
に
よ
る
人
形
「
沖
縄

の
お
ど
り
、
ダ
チ
ョ
ウ
」

を
演
じ
て
い
る
の
を
児
童

が
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

感想を聞いてみると……

・愛ちゃんの手話が上手だった （小学生）

・健常者と障害者の共存は現実にはうまくいきま

せんが、この映画をみて少しでも通じあうこと

ができたらいいと思います。 （20代Ａ子）

・自分が主人公になりきって、無我夢中になってい

て、涙がとめどなくでてきてしまった。（20代Ｂ子）

・テレビや週刊誌を見てあらすじは知っていまし

たが、これほど私たちの心を動かす映画はかつ

て見たことがありません。 （20代Ｃ子）

・映画を見たあと、言葉なんかよりも心を伝える手

段がいくらでもあることを感じました。（30代Ｄ子）

・手話教室で学んでいますが、言葉で伝えること

より、お互いに目と目を合わせ手話で相手に伝

えるほうがより以上に心を通じるものと感動い

たしました。 （30代Ｅ子）

・ろうあ者に対する考え方が変わってきました。

（40代Ｔ男）

・子役の愛ちゃんに笑わされ、泣かされました。

感動をありがとう。 （40代Ｈ子）

・こんなに素晴らしい映画ははじめてです。もっ

と多くの方にみてほしかった。これからもこの

ような感動する映画をみせてください。（無料で）

（50代Ｆ子）

・障害をもった人達のことは頭ではわかっていて

も映画を見てまた障害者に対する感じ方など奥

深く知ることができました。

共に感動し、共に助け合って

この人生を共存しよう （60代Ｔ男）

・「アイ・ラヴ・ユー」の映画はこれで２回みま

したが、何回見ても心あらたにみることができ

ました。障害者の人にあたたかい手を差しのべ

てあげましょう。また、同情しないで、理解し

ましょう。 （60代Ｃ夫）

県内各地域において上映されており、すでに映画

をみた人もいて入場者が少なかったら講演される大

澤豊監督に申し訳ないと思案しておりましたが、新

聞・マスコミを通じて広く報道され、多くの方が鑑

賞されました。

アイ･ラヴ･ユー
映画鑑賞をして
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学童クラブ
結成!!

小学校での授業を終えた児童が、安全で健全な放課後生活

を送り、心もからだも健康であることを目的とし、生比奈小

学校区に「生比奈小学校学童クラブ」横瀬小学校区に「たけ

のこクラブ」をそれぞれ結成し、活動しています。

指導員とともに、みんなでゲームをしたり、外で遊んだり

して（宿題もしています。）、いろいろな体験と生活をする力

を身につけ、生き生きとした放課後を過ごしています。

生比奈児童クラブ

■クラブ員募集
放課後、家に帰って誰もいない子どもさんはもち

ろん、家に誰かいる家庭の子どもさんもみんないっ

しょになかよく楽しく過ごさせてみませんか？

保育料・保育時間等は次のとおりとなっています。

なお、ご不明な点がありましたら、直接各学童ク

ラブに問い合わせるか、町役場福祉課児童福祉係

（ ２―1502）までご連絡ください。

開所時間

平日 13:30～18:00 土 10:30～18:00 １日保育 ８:00～1

8:00

保 育 料

平月 5,000円（行事費別途集金） 休み月 6,000円

夏休み 16,000円（入会金含む）

閉 所 日

祝祭日、盆、日曜日、年末年始、第２・４土曜日

申し込み先 生比奈学童クラブ事務局（ 090―7783―0247）

１日の生活の流れ

下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅（迎え）

体力づくり、読み聞かせ、クッキングなど

保育時間、休日について

平日と第１・３土曜日……下校時から午後６時30分まで

第２･４土曜日、代休、春･夏･冬休み……午前８時30分から午後６時30分まで

休 日……日曜・祝祭日・お盆（８月12

日から15日）・年末年始（12月

月29日から１月３日）

保育料について

入 所 金……ひとりにつき3,000円です。

申し込みについて

申込書配布と提出……“横瀬老人憩いの家”内

たけのこクラブ

時 間 帯……平日は、午後１時から午後６時まで

第２と第４土曜日は、午前９時か

ら午後６時まで

申し込み先 たけのこクラブ事務局（ ２－2055）

たけのこクラブ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に

ご
協
力
を

保
護
司
の
六
人
の
方
が
、
七
月
三
日

来
庁
し
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
法
務
大

臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
川
口
町
長
に

手
渡
さ
れ
た
。
最
近
の
犯
罪
・
非
行
の

状
況
は
憂
う
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
の

防
止
を
図
る
一
方
、
罪
を
犯
し
た
人
や
、

非
行
に
陥
っ
た
少
年
が
二
度
と
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第50回

たけのこクラブ活動状況

１ヶ月あたりの
保 育 料

同時に入所している
第２子以降の児童

常
時
保
育
の
場
合

平 常 保 育
５、６、10、11、２月

6,500円 5,500円

長期休暇を含んでいる月
４、７、12、１、３月

7,500円 6,500円

長 期 休 暇 の 月
８ 月

10,000円 8,000円

長期休暇だけの場合
夏休み７月4,000円

８月12,000円
冬休み 4,000円
春休み 6,000円

！！
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ご

案

内

全
国
高
校
野
球
選
手
権
徳
島
大
会
、
初

戦
小
松
島
西
高
校
と
対
戦
、
一
回
裏
一
点

を
先
取
し
元
気
よ
く
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー

し
た
が
十
三
対
二
点
で
敗
北
し
ま
し
た
。

地
元
の
皆
様
の
温
か
い
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
年
生
三
人
は
、
こ

れ
が
高
校
野
球
最
後
と
な
り
ま
す
。
一
・

二
年
生
で
新
チ
ー
ム
を
結
成
し
稲
井
稔
前

部
長
（
三
月
退
職
）
に
か
わ
り
、
日
下
公

司
新
部
長
（
前
海
南
高
校
部
長
）、
鎌
田
啓

幸
監
督
の
も
と
秋
季
大
会
に
向
か
っ
て
猛

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
本
校
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
狭
く
、
練
習
試
合
は
全
て
他
高
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
約
六
十
五
試
合
を
消
化
し
実
戦
力
・

実
力
養
成
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
は
初
め
て
関
東
方
面
へ
の
計
画
も

進
め
、
八
月
十
一
日
か
ら
八
月
十
四
日
に

か
け
、
神
奈
川
県
の
東
海
大
相
模
高
校

（
春
の
選
抜
優
勝
）、
隼は

や

人と

高
校
、
東
京
の

国
士
館
高
校
（
選
抜
出
場
）
三
高
校
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

猛
暑
の
中
、
選
手
全
員
一
生
懸
命
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
頂

き
、
ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
稲
井

稔
）

か
つ
う
ら
高
校
野
球
部
だ
よ
り

初
戦
敗
退

対
小
松
島
西

新町川の川面を渡る秋風、緑いっぱいの城山の森、みなぎる若さとロマン。こん

な“おもろーいふれあいパーティー”に参加しませんか。ワイド（わくわく、生き

生き、どきどき）な視点に立ち、さわやかな出会いを演出する『第２回オール徳島

風と緑とロマンの会』を立案いたしました。

運と縁と出会いはどこにあるか分かりません。とにかく、参加してみることです。

女性参加者は会費を優遇し女性参加者全員に粗品を用意しています。

期 日 平成12年９月30日 18:00～21:00頃予定

会 場 徳島駅前ポッポ街出口付近

ホテルグランドパレス（９階：屋上ビアホール）

目 的 さわやかさを演出し、出会いふれあいの場をつくる。

100人パーティー。若さ満喫立食パーティー。カラオケも用意。

会 費 男性 3,980円（サンキュやれ） 女性 3,740円（皆よれ）
※飲酒パーティーにつきくれぐれも『車の運転』は自粛ください。

総合司会 落語家 桂 七 福（フル出演）

申し込み 必ずはがき。やむを得ない場合のみ電話申し込み可。

記載要領 ①氏 名 ②生年月日 ③現住所

④勤務先（自営業） ⑤電話番号

⑥趣味・特技・セールスポイントなど

申し込み先 ※お願い 第１次締め切りは９月１日です。早い目にお願いします。

福 良 健 08854－２－3191 〒771－4303

勝浦町大字生名字東11番地

『風と緑とロマンの会』
第２回全徳島
オ ー ル ト ク シ マ

（土）



花火も

あるよ

喜
楽
苑
・

オ
レ
ン
ジ
荘
夏
ま
つ
り

第
九
回

平成12年度

総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン勝
浦
町

職
員
採
用
試
験
案
内

次
の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
申
し
込
み
用
紙

を
勝
浦
町
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
試
験
案
内
の
詳
細
に
つ

い
て
は
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。）

試

験

日

時

平
成
十
二
年
九
月
十
七
日

午
前
十
時
か
ら

試

験

場

所

徳
島
県
立
城
南
高
等
学
校

採
用
予
定
人
員

若

干

名

試

験

区

分

一
般
事
務
（
初
級
）

受

験

資

格

昭
和
五
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受

付

期

間

平
成
十
二
年
七
月
三
十
一
日

か
ら
平
成

十
二
年
八
月
十
四
日

ま
で
の
執
務
日

来
月
、
九
月
十
五
日
（
敬
老
の
日
）
に
実

施
予
定
の
「
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
」
は
、「
勝

浦
中
学
校
体
育
館
」
か
ら
設
備
の
整
っ
た

「
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
に
場
所
を
変

更
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
案
内
の
ご
通
知
を
差
し
上
げ

る
方
は
、
九
月
一
日
現
在
で
満
七
十
二
歳
以

上
の
方
（
昭
和
三
年
九
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
で
、
昭
和
三
年
九
月
二
日
か
ら
昭

和
四
年
九
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
は
、

来
年
（
七
十
二
歳
）
か
ら
の
案
内
と
な
り
ま

す
。な

お
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
八

十
歳
到
達
夫
婦
へ
の
祝
い
状
の
贈
呈
は
、
第

三
十
回
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
は
勝
浦
中
学
校
の
運
動
会

が
同
日
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
式
典
の
中
で

中
学
生
・
小
学
生
に
よ
る
作
文
朗
読
は
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
九
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

テ
ー
マ

真
夏
に
ひ
び
け
夏
ま
つ
り

日

時

平
成
十
二
年
八
月
五
日

十
八
時
～
二
十
一
時

場

所

喜

楽

苑

（
演
芸
）
日
和
佐
太
鼓
、
フ
ラ
メ
ン
コ

や
っ
こ
連
、
カ
ラ
オ
ケ
、

踊
り
な
ど

（
模
擬
店
）た
こ
や
き
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

お
こ
の
み
焼
き
、
ジ
ュ
ー
ス

ビ
ー
ル
、
金
魚
す
く
い
、

ゲ
ー
ム
な
ど

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
是
非
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

６

と

き

九
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら

と
こ
ろ

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
横
瀬
）

催

し

敬
老
の
日
式
典
（
午
前
）

芸
能
大
会
（
午
後
）

持
参
品

案
内
ハ
ガ
キ

第
三
十
一
回

敬
老
町
民
の
つ
ど
い

第
三
十
一
回

敬
老
町
民
の
つ
ど
い

場
所
変
更
の
お
知
ら
せ

（月）

（日）
（月）

（金）

（土）



会

賞

鑑

画

名
交
通
事
故
の
ご
相
談
は

相
談
セ
ン
タ
ー
へ

無料社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

徳
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

徳
島
市
西
船
場
町
一
―
一
四

明
治
生
命
徳
島
ビ
ル
六
階

〇
八
八
―
六
二
二
―
五
二
七
九

h
ttp

: //w
w
w
．
so
n
p
o．
o
r．

jp

・
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談

に
応
じ
ま
す

・
相
談
日

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
九
時

半
～
午
後
四
時
四
十
分

・
弁
護
士
相
談
日

毎
月
第
一
・
三
水
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
（
予
約
制
・
相
談
無
料
）

夏
の
ひ
と
と
き
に
、
昔
な
つ
か
し
い
映
画

を
親
子
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日

時

八
月
十
九
日

・
～
二
十
日

入
場
料

一
日
券

五
百
円

中
学
生
以
下

無

料

六
十
五
歳
以
上
の
方

四
百
円

前
売
券
を
販
売
し
ま
せ
ん
の
で
、

当
日
券
の
み
で
す
。

作
品
名
と
時
間
割

八
月
十
九
日

西
遊
記（
ア
ニ
メ
）
十
二:

三
〇
～
一
四:

〇
〇

火
垂
る
の
墓（
ア
ニ
メ
）
一
四:

二
〇
～
一
六:

〇
〇

八
月
二
十
日

伊
豆
の
踊
子

一
三:

〇
〇
～
一
四:

三
〇

二
十
四
の
瞳

一
四:

四
〇
～
一
六:

二
〇

毎
々
格
別
の
お
引
き
立
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
下
記
期
間
、
休
業
い
た
し
ま
す

の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
何
卒
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

八
月
十
一
日
か
ら
八
月
十
七
日
ま
で

（
正
午
ま
で
営
業
）

お
盆
明
け
八
月
十
八
日
よ
り
営
業
い
た
し

ま
す
。

※
混
み
合
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

建
設
現
場
で
働
く
人
の
退
職
金
は
安
全
・

確
実
・
有
利
な
「
建
退
共
制
度
」
が
お
す
す

め
で
す
。

○

経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
。

○

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

○

福
利
厚
生
施
設
の
融
資
が
う
け
ら
れ
ま

す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
徳
島
県

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
徳
島
県
支
部

〇
八
八
―
六
二
二
―
三
一
一
三

７

Information

お
盆
期
間
休
業
の
お
知
ら
せ

毎
日
衛
生
有
限
会
社

（

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
一
三
九
）

建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

大
学
校

海
上
保
安

学
生
募
集

学

校

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
と
お
り

海
上
保
安
庁
職
員
と
な
る
海
上
保
安
大
学
校
及

び
海
上
保
安
学
校
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

最
終
合
格

二
次
試
験

一
次
試
験

受
付
期
間

採

用

予
定
数

受
験
資
格

平
成
十
三
年
一
月
二
十
五
日

平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

平
成
十
二
年
十
月
二
十
八
日

・
二
十
九
日

平
成
十
二
年
八
月
二
十
四
日

～
九
月
五
日

（
九
月
五
日
消
印
有
効
）

約
四
十
五
名

年
齢

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
た
者

学
歴

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業

（
見
込
み
）
の
者
及
び
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

平
成
十
二
年
十
一
月
九
日

平
成
十
二
年
十
月
十
九
日

ま
た
は
二
十
日

（
指
定
す
る
日
）

平
成
十
二
年
九
月
二
十
四
日

平
成
十
二
年
七
月
二
十
七
日

～
八
月
十
日

（
八
月
十
日
消
印
有
効
）

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

約
五
十
名

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程

約
二
十
五
名

海
洋
科
学
課
程

約

五

名

年
齢

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
た
者

学
歴

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業

（
見
込
み
）
の
者
及
び
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

お
問
い
合
わ
せ
先

小
松
島
海
上
保
安
部
管
理
課

〒
七
七
三
―
〇
〇
〇
一

小
松
島
市
小
松
島
町
字
外
開
一
―
十
一

〇
八
八
五
三
―
三
―
二
二
四
六

【
平
成
十
三
年
四
月
入
校
】

戦
没
さ
れ
た
人
た
ち
に

黙
と
う
を

八
月
十
五
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
る
日
で
す
。

職
場
や
ご
家
庭
で
正
午
か
ら
一
分
間

の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（日）

（土）

（日） （土）

（火）

（木）（金） （土）

（日）

（木）

（木） （木）
（木）

（木）

（日）

（金）

大

学

校

学

校



「
？
」を
埋
め
る
の
は
、
こ
の
国
に

暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で
す
。

十
月
一
日
国
勢
調
査

十
月
一
日
、
国
勢
調
査
を
全

国
一
斉
に
行
な
い
ま
す
。
国
勢

調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
特
に

今
回
は
、
間
近
に
迫
っ
た
二
十

一
世
紀
の
国
の
施
策
や
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
の
大
切
な
調
査
に
な
り
ま

す
。調

査
す
る
項
目
は
、
男
女
の

別
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状
態
、

通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類

な
ど
で
す
。
調
査
内
容
が
、
他

に
も
れ
た
り
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

う
か
が
い
ま
す
。
未
来
の
た
め

に
、
十
月
一
日
の
あ
な
た
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
は
、「
電
気
使

用
安
全
月
間
」
で
す
。

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り
、

発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
濡
れ
て
電
気
が
通
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気

事
故
は
、
夏
季
（
七
月
～
九
月
）
に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、

通
商
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
「
電
気
使
用
安

全
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。当

協
会
も
、
他
団
体
と
協
力
し
て
電
気
安

全
啓
蒙
、
電
気
安
全
講
習
会
の
開
催
、
電
気

設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
の
改
修
促
進
な
ど

の
活
動
を
行
な
っ
て
い
て
ま
す
。

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

利
用
で
き
る
方

現
在
お
勤
め
事
業
所
で

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
三
年
以
上

の
方
が
、
住
宅
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築

な
ど
を
す
る
場
合
に
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

融
資
限
度
額

一
〇
〇
万
円
～
二
、一
二
〇
万
円

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅

二
、八
九
〇
万
円
）

融
資
利
率
及
び
返
済
期
間

年
三
殴一
九
％

固
定
金
利（
返
済
期
間
二
十
五
年
以
内
）

年
三
殴四
〇
％

固
定
金
利（
返
済
期
間
三
十
～
三
十
五
年
）

年
二
殴八
四
％
（
当
初
十
年
間
）～
三
殴八
七
％

（
十
一
年
目
以
降
）の
二
段
階
方
式

（
年
金
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
融
資
）

年
二
殴七
六
％
（
当
初
十
年
間
）～
三
殴七
五
％

（
十
一
年
目
以
降
）の
二
段
階
方
式

子
ど
も
さ
ん
の
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学

な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
の
教
育
資
金
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方

現
在
厚
生
年
金
ま
た
は
国

民
年
金
に
加
入
中
で
通
算
し
て
加
入
期
間

が
十
年
以
上
あ
る
方

貸
付
限
度
額

厚
生
年
金
被
保
険
者
学
生
一
人

一
〇
〇
万
円
以
内

国
民
年
金
被
保
険
者
学
生
一
人

五
〇
万
円
以
内

貸
付
利
率

国
定
制
年
二
殴二
〇
％

返
済
期
間

十
年
（
据
置
き
制
度
も
あ
り
ま
す
）

※
国
民
金
融
公
庫
の
一
般
教
育
ロ
ー
ン
と
併
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は

徳
島
市
徳
島
町
二
丁
目
五
十
七
番
地

（
東
京
生
命
館
二
階
）

社
団
法
人

徳
島
県
年
金
福
祉
協
会

〇
八
八
―
六
二
五
―
三
三
三
八

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
相
談
セ
ン
タ
ー

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
給
湯
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、

地
球
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
近
年
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
購
入
や
取
り
付
け

後
の
ク
レ
ー
ム
発
生
で
お
困
り
の
方
な
ど
、

消
費
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
公
的
な
無
料
相
談
窓
口
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
相
談
セ
ン
タ
ー
・
香
川

〇
一
二
〇
―
四
四
七
―
六
八
八

ご
相
談
受
付
時
間

九
時
～
十
七
時

休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
）

住

宅

資

金

教

育

資

金

８

Information

１億●？千？百？十？万？千？百？十？人

勝浦町役場住民課

平成臼渦年臼碓月臼日
９月下旬から調査員がおうかがいいたします。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

あ
な
た
の
調
査
票
に
は

日
本
の
大
切
な
未
来
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

八
月
は

年
金
積
立
金
が
み
な
さ
ん
の
住
宅
・
教
育
を
応
援
し
ま
す

■
■
■
■
■
■
■

ご

利

用

く

だ

さ

い

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
太
陽
熱
温
水
器
は

取
付
後
も
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
す
。



篭
枕
母
の
白
髪
の
頭
乗
せ

朝
風
や
青
田
左
右
に
な
び
か
せ
て

坂
本

中

山

治

篭
枕
し
ば
し
の
憇
昼
さ
が
り

向
日
葵
の
蕊
太
陽
を
吸
い
込
め
り

坂
本

山

口

昭

市

青
田
風
う
け
て
憇
う
や
棚
田
畔

向
日
葵
や
泣
く
子
笑
う
子
保
育
園

坂
本

池

谷

武

久

車
窓
開
け
青
田
の
匂
い
満
し
け
り

妻
が
呼
ぶ
声
も
う
つ
つ
に
篭
枕

坂
本

仙

才

清

朝
露
の
葉
先
に
昇
る
青
田
原

懐
妊
の
便
り
に
送
る
夏
み
か
ん

坂
本

仙
才
ヨ
シ
子

青
田
風
開
け
放
し
た
る
部
屋
に
満
つ

夏
み
か
ん
剥
ぐ
老
の
手
の
逞
し
く

坂
本

美

馬

直

枝

旅
衣
ぬ
い
で
青
田
を
見
て
廻
る

新
聞
を
顔
に
拡
げ
て
篭
枕

坂
本

新

居

雄

彦

海
見
え
る
窓
あ
け
放
ち
篭
枕

逆
打
ち
の
一
人
遍
路
や
青
田
風

坂
本

新

居

晋

憧
れ
て
立
ち
し
登
山
の
槍
穂
高

岩
累
々
チ
シ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
に
励
ま
さ
れ

横
瀬

日
下
智
世
子

暑
気
拂
い
う
な
じ
に
叩
く
化
粧
水

殖
ゆ
る
な
く
減
る
な
く
梅
雨
の
水
溜
り

三
溪

中
山
い
く
子

て
の
ひ
ら
の
豆
腐
半
丁
半
夏
生

売
り
買
い
の
声
の
涼
し
き
朝
の
市

棚
野

井
上
さ
か
え

幼
き
日
に
ほ
い
忘
れ
ぬ
く
ち
な
し
の

朝
露
に
我
を
待
ち
い
る
夏
野
菜

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

散
歩
す
る
汗
ば
む
肌
に
初
夏
の
風

花
活
け
て
沈
む
心
を
励
ま
し
て

生
名

小

西

典

子

夏
草
の
廃
車
の
屋
根
を
覆
い
つ
つ

編
笠
を
被
ぶ
る
地
蔵
や
立
葵

生
名

石

田

白

萩

涼
し
か
り
波
音
同
じ
幅
に
き
て

輪
の
中
は
佛
来
て
い
る
盆
踊
り

生
名

丸

山

香

月

花
嫁
の
笑
顔
が
眩
し
立
夏
か
な

麦
茶
た
き
今
日
も
小
さ
な
客
を
待
ち

星
谷

上

岡

久

子

眠
る
児
に
遠
目
に
廻
す
扇
風
機

介
護
保
険
あ
れ
こ
れ
老
の
端
居
か
な

沼
江

大

川

富

美

若
鮎
の
光
り
と
な
り
て
瀬
を
越
ゆ
る

緑
蔭
に
憩
う
肩
の
荷
風
入
れ
て

沼
江

駒

津

光

洋

三
尺
の
筧
手
水
の
月
涼
し

開
拓
の
青
田
や
浜
の
風
渡
る

沼
江

中
井
清
二
郎

原
区
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。
こ

の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は
な

く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で

き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や
順
位

を
つ
け
た
り
、
添
削
等
も
一
切
し
ま

せ
ん
、
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

（
係
）

俳

句

９

次
回
作
品
募
集

八
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

九
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

短
歌
一
人
一
首
、
川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中
角

豊

田

明

俳
句
一
人
二
句

締
切

い
ず
れ
も
八
月
二
十
日

わ
た
し
の
作
品

「とく しま県民文芸」 作品募集
応募資格

徳島県内に在住する者

募集部門

「小説」･「文芸評論」･「戯曲・脚本」･「児童文学」･「随筆」

「現代詩」･「短歌」･「俳句」･「川柳」

応募方法

「小 説」……原稿用紙30枚以内。１人１編

「文 芸 評 論」……原稿用紙20枚以内。１人１編

「戯曲・脚本」……原稿用紙50枚以内。１人１編

「児 童 文 学」……原稿用紙20枚以内。１人１編

「随 筆」……原稿用紙３枚以内。１人１編

「現 代 詩」……原稿用紙２枚以内。１人１編

「短歌、俳句、川柳」……１人２首もくは２句以内。

※短歌、俳句、川柳の応募は官製ハガキで行ない、種別を明記
し、作品を楷書で書く（ワープロも可）。

※全ての作品の末尾には、住所・氏名（雅号がある場合は併記）・
ふりがな・電話番号を書く。

留意事項
応募された作品の訂正・差し替え・返却はいたしません。
未発表の作品に限ります。入選発表までに、同人雑誌等に投
稿され、活字として掲載された作品は、選考から除外します。
類想、類句については賞を取り消すことがあります。

応 募 先

〒770-8570 徳島市万代町１丁目１番地

徳島県環境生活部生活文化国際総室内「徳島県民文芸」係宛

応募締切

平成12年９月30日 （当日消印有効）まで

発 表

12月中旬（新聞紙上）に発表予定

表 彰

各部門ごとの最優秀作・優秀作・佳作を入選作品と

する。最優秀作及び優秀作には、賞状・記念品・作品

集を贈り表彰する。

作 品 集

最優秀作・優秀作及び随筆・現代詩・短歌・俳句・川

柳各部門の佳作を「とくしま県民文芸」誌に収録し、２

月中旬に発行する。入選作品の版権は徳島県に属する。

主 催 者

徳 島 県

そ の 他

応募方法に定められている要件を逸脱しているもの

については、すべて無効とする。

（土）

（１）

（２）

（３）
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クリーン情報－リサイクルで豊かな未来－

―
生
比
奈
小
学
校
横
瀬
地
区
汚
水
処
理
場
見
学
会
―

不
用
犬
の

引
き
取
り
日

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
な
い
犬
は
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

八
月
九
日

八
月
二
十
三
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

浄化槽法定検査のお知らせ

年に一度行なわれる定期検査は、浄化槽の設置状

況や機能が適正に維持されているかどうかを客観的

に調べる検査であり、浄化槽法第11条によりその

受検が義務づけられております。

平成12年度は、７月17日～８月11日、10月23日

～11月２日、１月22日～２月２日、3月12日～23

日の間に実施される予定ですので、必ず受検するよ

うにしてください。

なお、事前に検査機関からご案内がありますので、

検査申込書（はがき）により、お申し込みください。

お問い合わせ先（県指定検査機関）

㈱徳島県環境技術センター
０８８（６２２）２６２３

県環境整備課一般廃棄物係
０８８（６２１）２２６６

勝
浦
川
は
、
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
台
所
や
洗

濯
、
風
呂
な
ど
の
生
活
廃
水
が
主
な
原
因
と
な

り
、
水
路
や
河
川
を
汚
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
、
各
家
庭
の
生
活
廃
水
や

し
尿
は
道
路
に
埋
め
た
下
水
道
管
で
処
理
場
ま

で
送
り
、
き
れ
い
に
し
て
川
へ
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
処
理
場
で
は
、
見
え
な
い
ぐ
ら
い
小
さ

な
生
き
物
（
微
生
物
）
が
汚
れ
を
食
べ
物
に
し

て
、
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
生
き
物
が

死
ん
だ
り
、
弱
っ
た
り
す
る
原
因
と
な
る
農
薬

や
薬
品
な
ど
は
使
用
し
て
流
さ
な
い
よ
う
に
利

用
し
て
い
る
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
か
ら
は
、「
一
日
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の

汚
れ
た
水
の
量
が
あ
る
の
で
す
か
。」
の
質
問

が
あ
り
、「
一
七

〇

く
ら
い
で

す
。
」
と
答
え

ま
し
た
。
他
に

も
多
く
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
見

学
か
ら
水
を
大

切
に
し
て
、
環

境
問
題
を
考
え

て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

六
月
十
六
日

に
生
比
奈
小
学
校
か
ら
四
年

生
三
十
六
名
が
、
総
合
学
習
の
た
め
に
、
横
瀬

地
区
汚
水
処
理
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

（水）

（水）

（金）

ｍ３
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クリーン情報 －家庭ゴミ 出す前に分別チェック－

８月 あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 場 所

７
月
嘘臼
日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（７日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
四
月
曜
日

（渦臼日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 豆 腐 屋 さ ん 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

五

月

曜

日

（渦姥日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

８月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（１日）

石 原
沼 江

掛 谷
山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横
沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（８日）

今 山
黒 岩

星 谷
中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横
運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰のゴミフェンス横
中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（渦渦日）

生 名
久 国

棚 野
〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）
久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横
大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

五

火

曜

日

（渦厩日）

横 瀬

〃
〃

〃
〃

〃
与川内

坂 本
〃

〃
〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路
広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地
花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場
旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横
長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

美しく住みよいまちづくりにみんなで参加を

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
日
曜
日
を
全
町
一
斉

清
掃
日
と
定
め
、
環
境
衛
生
の
保
全
、
環
境
美
化
の
向
上
に

ご
協
力
い
た
だ
き
「
住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
」
づ

く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
八
月
六
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と
し
て
実
施
し
ま

す
の
で
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示
に

し
た
が
っ
て
、
地
区
の
実
情
に
あ
っ

た
方
法
で
一
戸
に
一
人
は
参
加
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
月
六
日

第
三
回

全
町
一
斉
清
掃
日

▼ 横瀬地区の一斉清掃

▲ 与川内地区の一斉清掃

お盆のごみ収集業務
休業のお知らせ

８月14日 ～16日

８月14日 から16日 は

お盆のため、ごみ収集業務を

休業いたします。

大変ご迷惑をおかけいたし

ますが、ごみを出さないよう

お願いいたします。

なお、休業日前後はごみが

集中すると思われますので、

各家庭で計画を立て、ごみ収

集業務にご協力ください。

今月は8月14日 ～16日 お盆のため収集日にご注意ください。

（日）

（月） （水）

（月） （水）

（月） （水）

（月）
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小 さな 親 切

そ
し
て
彼
ら
は
、
私
た
ち
に
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉
の
心
地
よ
さ
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。「
ま
た
親
切
を
し
て
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
ま
で
も
引
き
出
し
て
く

れ
る
の
で
す
。

私
は
、
今
回
、
こ
の
男
の
人
に
小
さ

な
勇
気
を
引
き
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
の
機
会
に
困
っ
た
人
を
見
れ
ば
、
軽

い
気
持
ち
で
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
、
ま
た
、
行
動
に
移
せ
る
よ

う
な
そ
ん
な
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

暑
か
っ
た
今
年
の
夏
、
こ
の
バ
ス
の

中
の
小
さ
な
出
来
事
を
通
し
て
、
私
は

少
し
成
長
し
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
た
と
え
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
親

切
だ
っ
た
と
し
て
も
…
…
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

よ
う
に
笑
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ

の
笑
顔
の
お
か
げ
で
、
心
に
つ
き
さ
さ
っ

て
い
た
、「
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

ト
ゲ
が
ぬ
け
た
感
じ
が
し
て
、
心
が
少

し
楽
に
な
り
ま
し
た
。
停
留
所
が
近
づ

い
て
き
た
こ
ろ
、
降
車
ボ
タ
ン
を
押
し
、

バ
ス
が
停
車
し
た
時
、

「
着
き
ま
し
た
よ
」
と
言
う
と
、
「
助

か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
嬉
し

そ
う
に
頭
を
下
げ
る
と
「
カ
ツ
ン
、
カ

ツ
ン
」
と
し
っ
か
り
歩
き
な
が
ら
バ
ス

を
降
り
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
男
の
人

の
姿
を
見
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
、
私
の

ほ
う
が
親
切
に
さ
れ
た
よ
う
に
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

親
切
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
指
一
本
、

降
車
ボ
タ
ン
を
押
し
た
だ
け
で
喜
び
、

助
か
っ
た
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
体
の
不
自
由
な

人
、
ま
た
、
何
か
に
戸
惑
っ
て
困
っ
て

い
る
人
は
、
私
た
ち
の
「
勇
気
」
を
引

き
出
し
て
く
れ
る
、
不
思
議
な
人
達
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。（
ど

う
し
よ
う
、
手
伝
っ
て
あ
げ
よ
う
か
）

と
思
っ
て
い
る
と
、
ふ
い
に
手
を
差
し

の
べ
て
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
不
思
議

な
力
の
お
か
げ
で
、
私
も
勇
気
を
出
し

て
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
、
自
分
の
都
合
ば
か
り
考
え
て
い
た

自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

数
日
後
、
同
じ
よ
う
に
バ
ス
に
乗
っ

て
い
る
と
、
あ
の
日
と
同
じ
停
留
所
で
、

同
じ
男
の
人
が
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
私

は
、（
今
度
こ
そ
席
を
ゆ
ず
ろ
う
）
と
心

に
強
く
誓
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
は

席
が
ず
い
ぶ
ん
空
い
て
い
て
、
そ
の
男

の
人
は
私
の
前
の
座
席
に
座
り
ま
し
た
。

そ
の
人
は
座
れ
て
よ
か
っ
た
と
で
も
言

う
よ
う
に
「
ふ
う
」
と
た
め
息
を
つ
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
息
は
、
こ
の
前
、

席
を
譲
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
少

し
痛
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
し

ば
ら
く
乗
っ
て
い
る
と
、
そ
の
人
は
左

手
を
窓
の
ほ
う
に
も
っ
て
い
き
、
し
き

り
何
か
を
探
し
て
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

そ
の
時
私
は
（
も
し
か
し
た
ら
、
降
車

ボ
タ
ン
を
探
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
）
と
考
え
、
思
い
き
っ
て
そ
の

人
に

「
ど
こ
で
降
り
る
ん
で
す
か
？
よ
か
っ

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
着
い
た
ら
教

え
ま
す
よ
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
人

は
、

「
え
え
、
県
営
野
球
場
前
で
お
願
い
し

ま
す
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
、

「
わ
か
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
返
す
と
、
目
が
見
え
て
い
る

夏
休
み
、
図
書
館
か
ら
家
に
帰
ろ
う

と
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
ウ
ト
ウ
ト
し

て
い
た
時
、
あ
る
停
留
所
で
何
人
か
の

人
達
が
バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
。

「
カ
ツ
ン
、
カ
ツ
」

と
何
か
が
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
音
が
し
ま

す
。
何
だ
ろ
う
と
思
い
、
そ
の
音
が
し

た
方
を
見
る
と
、
目
の
不
自
由
な
男
の

人
が
一
人
、
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
、
あ
い
に
く
そ
の

日
の
バ
ス
は
満
員
で
、
座
れ
る
所
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
通
路
側
の
座
席
だ
っ

た
た
め
、
立
っ
て
そ
の
男
の
人
に
席
を

ゆ
ず
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
な
の
に
、

「
ど
う
ぞ
」
の
一
言
が
出
て
き
ま
せ
ん
。

席
を
ゆ
ず
る
こ
と
ぐ
ら
い
当
た
り
前
な

の
に
、
ど
う
し
て
も
周
り
の
人
達
の
視

線
を
恥
ず
か
し
く
感
じ
て
し
ま
い
、
下

を
向
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

「
私
、
も
う
降
り
る
の
で
、
こ
こ
の
席

ど
う
ぞ
」

と
い
う
女
の
人
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

私
は
は
っ
と
し
て
、
そ
の
人
の
方
を
見

ま
し
た
。
男
の
人
は
手
を
ひ
か
れ
、
座

席
に
座
り
、
嬉
し
そ
う
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
声
を
聞
い
た
時
、

（
な
ぜ
、
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
…

…
）
と
、
と
て
も
後
悔
し
「
座
り
た
い

」
と
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
男
の
人
の

気
持
ち
も
考
え
ず
、
周
り
の
視
線
が
…
…



臼嘘

駐在所
だより

家
出
す
る
人
の
な
か
に
は
、
家
庭
内
や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、

又
恋
愛
関
係
、
病
気
等
の
心
身
の
重
荷
、
あ
る
い
は
金
銭
貸
借

の
悩
み
等
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
れ
に
原
因
・
理
由
等
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い

家
出
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
何
ら
か
の
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
恐
れ
の
あ
る
者
や
、
悩
み
に
耐
え
か
ね

て
自
殺
を
図
り
、
身
元
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
無
縁
仏
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
発
見
地
の
市
町
村
に
引
き
取
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
身
元
の
判
明
し
て
い
な
い
死
者
は

平
成
十
一
年
末
現
在
、
全
国
で

二
三
四
〇
〇
人
（
過
去
十
五
年
間
）

平
成
十
二
年
五
月
末
現
在
、
徳
島
県
内
で

六
一
人
（
過
去
十
五
年
間
）

も
の
多
く
を
数
え
、
こ
れ
ら
身
元
不
明
死
体
の
身
元
確
認
と
、

家
出
人
の
発
見
、
保
護
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

八
月
二
日

殴三
日

殴四
日

徳
島
東
警
察
署

八

月

七

日

阿
南

警
察

署

八

月

八

日

貞
光

警
察

署

※
時
間
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

こ
の
他
、
各
警
察
署
で
、
常
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

犯
罪
に
よ
る
被
害
の
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
友
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
も
ど
う
ぞ
。

あ
な
た
の
勇
気
に
こ
た
え
ま
す
。

被
害
相
談
窓
口

犯
罪
被
害
者
相
談
所
～
相
談
電
話

〇
八
八
―
六
五
六
―
八
〇
八
〇

レ
デ
ィ
ー
ス
一
一
〇
番（
性
犯
罪
被
害
相
談
）

〇
八
八
―
六
二
二
―
七
一
〇
一

暴
力
追
放
一
一
〇
番

〇
八
八
―
六
二
六
―
〇
一
一
〇

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン（
夜
間
は
留
守
番
電
話
）

〇
八
八
―
六
二
五
―
八
九
〇
〇

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〇
八
八
―
六
二
三
―
七
三
二
四

悪
質
商
法
一
一
〇
番

〇
八
八
―
六
二
三
―
九
九
九
九

高
齢
者
交
通
安
全
相
談

〇
八
八
―
六
五
七
―
一
一
七
一

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
八
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分
）

聴
覚
障
害
者
一
一
〇
番
Ｆ
Ａ
Ｘ（
通
話
無
料
）

FAX
〇
八
八
―
六
五
五
―
三
一
一
〇

警
察
以
外
の
相
談
窓
口

徳
島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
―
六
五
六
―
〇
一
一
〇

台
風
に
よ
る
災
害

台
風
に
よ
る
災
害
は
、
大
雨
に
よ

る
も
の
、
強
風
に
よ
る
も
の
、
高
潮

に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
単
独
に
起
き
る
も
の
は
ま

れ
で
あ
り
、
大
概
が
複
合
し
て
発
生

す
る
も
の
で
す
。
停
滞
前
線
が
台
風

の
前
面
に
あ
る
と
、
大
雨
に
よ
る
被

害
が
多
く
な
っ
た
り
、
ま
た
満
潮
時

と
重
な
る
と
高
潮
な
ど
に
よ
る
浸
水

被
害
が
更
に
多
く
な
り
ま
す
。
徳
島

県
は
山
岳
地
帯
を
控
え
台
風
に
よ
る

強
風
も
風
向
き
や
地
形
に
よ
っ
て
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
台
風
の
経
路
に
よ
り
、
風
向

き
の
違
い
か
ら
大
雨
に
な
る
場
所
に

も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
南
よ
り
の
風

の
場
合
は
県
南
部
で
多
く
、
東
よ
り

の
風
の
場
合
は
中
部
山
間
部
を
中
心

に
多
く
な
り
、
北
よ
り
の
風
の
場
合

は
剣
山
系
の
北
側
で
多
く
な
り
ま
す
。

台
風
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
心
構
え

き
っ
と
ど
こ
か
に
…
…

～
行
方
不
明
者
を
探
す
特
別
相
談
所
を
開
設
～

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

～
万
全
の
準
備
で
被
害
防
止
～

注意報や警報が

出 た ら

注意報や警報が

出 るま でに

屋 内 屋 外 屋 内 屋 外

・
最
新
の
台
風
情
報
、
注
意
報
や
警
報
の
発
表
状
況
に
気
を
付
け
る

・
非
常
用
品
を
確
認
し
、
避
難
に
備
え
る

・
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

・
増
水
し
た
川
や
崩
れ
る
危
険
の
あ
る
傾
斜
地
か
ら
離
れ
る

・
非
常
品
を
準
備
す
る

・
水
・
電
気
・
ガ
ス
な
ど
が
止
ま
っ
た
時
の
そ
な
え
を
す
る

・
風
で
物
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
固
定
す
る

・
避
難
場
所
と
そ
こ
ま
で
の
経
路
・
手
段
を
確
認
す
る

あ
な
た
の
勇
気

家
出
人
等
を
探
す
特
別
相
談
所
開
設
日
時
・
場
所

（月）（火）

（水）

（木）

（金）

(財)



・
乙
武
レ
ポ
ー
ト

乙

武

洋

匡

・
巨
泉
（
人
生
の
選
択
）
大

橋

巨

泉

・
引
退
―
嫌
わ
れ
者
の
美
学
―

上
岡
龍
太
郎

・
愛

走

れ

時

美

新

子

・
夫

の

彼

女

藤
堂
志
津
子

・
み
ん
な
の
家
族

清

水

義

範

・
千

年

天

使

小

沢

章

友

・
氷

砂

糖

冨
士
本
由
紀

・
天
狗
殺
し

高

橋

克

彦

・
贈
る
証
言

夏

樹

静

子

・
平
安
妖
異
伝

平

岩

弓

枝

・
愛

人

藤

沢

周

・
輪

廻

明

野

照

葉

・
あ
え
て
押
し
ま
す
横
車

上

坂

冬

子

・
鞄

屋

の

娘

前

川

麻

子

・
ね
む
い
幸
福

有

吉

玉

青

・
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ

桜

井

静

香

・
こ
れ
で
バ
ッ
チ
リ

電
子
メ
ー
ル

木
地
本
昌
弥

・
脳
と
ビ
ッ
グ
バ
ン

立

花

隆他

臼唄

図書館だより

行
事
と
休
館
日

子
ど
も
映
画
会

五
日

午
後
二
時
か
ら

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
七
日

午
後
二
時
か
ら

県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日

二
十
三
日
・
三
十
日

○は休館日です。図書館が

しまっている時は玄関前の

ブックポストに入れてね。

新
刊
紹
介

町
内
外
有
志
の
方
か
ら
図
書
を
ご
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
名
を
ご
披
露
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
十
一
年
八
月
～

十
二
年
七
月
十
一
日
）

町
内

増
田
美
枝
子
様
（
中

角
）

鈴

江

全

皓
様
（
棚

野
）

小

西

浩

司
様
（
中

角
）

山

丸

義

明
様
（
掛

谷
）

中

岡

煕
様
（
与
川
内
）

町
外

米

田

敏

雄
様
（
鎌
倉
市
）

勝
浦
町
に
図
書
館
が
で
き
、
八
月
一

日
で
十
周
年
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
と

不
安
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
迎
え
た
開
館

当
日
が
な
つ
か
し
く
よ
み
が
え
り
ま
す
。

開
館
当
時
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
図
書
館
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
愛
さ
れ
、

育
て
ら
れ
、
教
え
ら
れ
、
現
在
は
、
本
・

ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
が
た
く
さ
ん
な
ら
ん
で

い
ま
す
。

十
年
の
節
目
に
私
た
ち
も
心
機
一
転

頑
張
り
ま
す
。
ま
だ
図
書
館
に
こ
ら
れ

た
こ
と
の
な
い
方
は
、
一
度
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
又
、
よ
く
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
様
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
開
館
十
周
年

原爆写真展

と き ８月13日 ～20日 まで

ところ 図書館１階ロビー

長崎・広島に原爆が落ちてから5

5年になります。

戦争を知らない子どもたち・また

忘れかけた人たちに戦争の悲惨な姿

を語り伝えて、もう二度とこのよう

な悲しいことがおこ

らないように、平和

を願って展示します。

化 石 展)同時展示
町内今昔写真展

と き ８月13日 ～20日 まで

ところ 図書館２階視聴覚室

化石同好会・勝浦町化石研究会の

ご協力により、恒例の化石展示会を

開催いたします。今年も、珍しい化

石を心ゆくまで鑑賞してください。

勝浦町の古い写真等を同時に展示

します。なつかしい場所、なつかしい

人達に出会えるかも知れません。過去

にタイムスリップしてみませんか

又、お手元に古い写真があれば是

非展示させてください。11日まで

受け付けし

ています。

８月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

ご
寄
贈
御
礼

（日） （日）
（日）

（土）
（日） （日）



臼欝

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方。ただし、
対 象 者

老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象になりません。

申し込み方法

印かんをご持参のうえ、勝浦

町税務課へお申し込みください。

申し込み締切日

平成12年８月31日まで

※詳しくは勝浦町役場

税務課国保係までお

問い合わせください

成人病検診 （人間ドック・ 脳ドック）を
受けてみませんか!!

検査項目

・内科診察 血圧測定、身体測定

・外科診察 甲状腺、乳ガン検診

・尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

・便 検 査 ヒトヘモグロビン

・血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小

板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、ＧＯＴ、ＡＬ

Ｐ、ＬＤＨ、ｒ―ＧＰＴ、ＺＴＴ、Ｔ―ＢｉＬ、

ＬＡＰ、ＴＰ、蛋白分画、Ｔ―ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵ

Ｎ、ＵＡ、Ｎａ、ｃｌ、Ｋ、クレアチニン、血糖、

ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、ＨＣＶ抗体Ⅲ

・Ｘ線及び超音波検査 胸部単純撮影、胃・12指

腸造影撮影、腹部超音波

・心臓検査 心電図

費 用

36,000円

（自己負担5,400円、

補助金額30,600円）

医療機関

国民健康保険勝浦病院

期 間

平成12年９月19日から

同年11月21日までの病院指定日

募集人員

50名（申し込み順とします）

人 間 ド ッ ク

検査項目

神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳検査、

聴力検査、ＭＲＩ（脳の断面図）、ＭＲＩ（脳血管

の画像診断）頚部頚動脈

費 用

40,950円

（自己負担6,000円、補助金額34,850円）

医療機関

阿南共栄病院

期 間

平成12年９月７日から

同年12月21日までの木曜日で

病院指定日

募集人数

30名（申し込み順とします）

脳 ド ッ ク

国
保
は
み
な
さ
ん
の
保
険
税
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す

保
険
税
は
、
国
保
の
収
入
の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
保
が
運
営
で
き
る
の
は
、
み
な
さ
ん
の
保
険
税
の
お
か
げ
で
す
。



健
診
結
果
を
生
か
し
ま
し
ょ
う

臼蔚

みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

１ 火 母 と子 の 健 康教 室 ９:30～14 :00 沼江センター 幼児と保護者

２ 水
巡 回 結 核 検 診 ９:30～16 :00 別表のとおり 19歳以上の住民 検診料 ～無料

骨 粗 鬆 症 検 診 ９:00～10 :00 坂本集会所 30歳以上の女性
問 診 票
検診料 ～500円

３ 木 婦 人 が ん 検 診 13: 00～14 :30
農村環境改善
セ ン タ ー

30歳以上の女性
子 宮がん ～700円

検診料
乳腺、甲状腺 ～600円

４ 金 骨 粗 鬆 症 検 診 ９:00～10 :00 沼江センター 30歳以上の女性 問 診 票
検診料 ～500円

７ 月 骨 粗 鬆 症 検 診 ９:00～10 :00 石原集会所 30歳以上の女性
問 診 票
検診料 ～500円

９ 水 親 子 健 康 教 室 ８:45～14 :00
農村環境改善
セ ン タ ー

肥満傾向のある小学生と
保護者15組

10 木
母 と子 の 健 康教 室
健 康 相 談

９:30～14 :00 星谷集会所 幼児と保護者

18 金 母 と子 の 健 康教 室 ９:30～14 :00 横瀬集会所 幼児と保護者

21 月 母 と子 の 健 康教 室 ９:30～14 :00 中山集会所 幼児と保護者

22 火 糖 尿 病 教 室 ９:30～14 :00 石原集会所 糖尿病など疑いのある人 健 康 手 帳

23 水
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室 ９:00～10 :00 山西集会所 30歳以上の女性

問 診 票
検診料 ～500円

24 木 母 と子 の 健 康教 室 ９:30～14 :00
今山ふれあい
交 流 館

幼児と保護者

25 金 乳 児 健 康 診 査 13: 30～14 :30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年12月１日から平成12
年６月30日までに生まれた子

母子健康手帳

30 水 母 と子 の 健 康教 室 ９:30～14 :00 生名センター 幼児と保護者

31 木 健 康 相 談 10: 00～11 :30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

８月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ

・40代（女性は30代）は受
診年齢

・原則として年１回は必

ず受ける

・「要医療、要精検」とい

われたら必ず受診

・病気の人もきちんと受
ける

・検査の結果を生活改善

に生かす

竹 村 友 里ちゃん 4ヶ月 竹 村 研 一くん ７歳

2-1502〉

健
診
で
か
ら
だ
の
異
変
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
の
は
健

診
の
結
果
を
生
活
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
多

く
は
病
状
が
悪
化
し
て
か
ら
で
な
い
と
自
覚
症
状
が
出
て

き
ま
せ
ん
。
い
く
ら
健
診
で
異
常
が
指
摘
さ
れ
て
も
、
痛
く

も
か
ゆ
く
も
な
い
か
ら
と
放
置
し
て
お
く
と
、
い
つ
の
間
に

か
手
に
お
え
な
い
状
態
に
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

基
準
値
は
、
一
般
に
健
康
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

人
々
の
年
齢
や
性
別
に
相
応
し
た
平
均
的
な
数
値
で
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
検
査
値
に
も
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
基
準
値
は
柔
軟
性
を
持
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
い
わ
れ
た
ら
迷
わ
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
精
密
検
査
が
必
要
で
も
、
病
気
と
診
断

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
た
ま
検
査
し
た
日

の
体
調
が
悪
く
、
そ
れ
が
検
査
結
果
に
影
響
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
、
病
気
が
見
つ
か
っ
た

と
し
て
も
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
で
き
て
い
れ
ば
、

恐
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
異
常
な
し
の
結
果
だ
っ
た
人
も
、
よ
り
健
康
な
状

態
を
維
持
す
る
た
め
に
検
査
の
結
果
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
病
気
は
な
く
て
も
、
加
齢
と
と
も
に
老
化
現
象
が
出

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
老
化
の
進
行
を
遅
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
に
つ
い
て
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
保

健
婦
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（

二
―
一
五
〇
二
）

健診
を上手に受ける

５
つのポイント



臼鰻

結核検診を受けましょう

国民の生活水準の向上や

医療の発達など衛生水準は

向上し、結核死亡率も年々

低下してきましたが結核へ

の関心が薄れ、結核は忘れ

られつつある過去の病気に

なりつつあります。しかし、状況は、多剤耐性結

核の問題、学校、病院、施設等の集団感染の問題

等があります。さらに、平成９年にはこれまで減

少し続けてきた新規結核登録患者数が増加し、引

き続き増加しています。結核の症状は、風邪をひ

いた時の症状と似ているため、発見が遅れる場合

があります。総合健診や医療機関等でまだ受診さ

れていない方は、この機会にぜひ受診し、年に一

度は必ず検診を受けるようにしましょう。

日程は右の表のとおりです。

・検 診 料 無 料

・受診される方は、当日、ボタンや金具

のついていない服装でおこしください。

地 区 場 所 時 間

八

月

二

日

横 瀬 石木 正 一 さん 宅 前 ９:30～10:00

与川内 池 田 理 髪 店 前 10:10～10:40

久 国 役 場 前 10:50～11:30

星 谷 小山 二三好さん宅前 13:00～13:30

黒 岩 勝 浦 会 館 駐 車 場 13:40～14:10

今 山 ふ れ あ い 交 流 館 14:20～14:50

沼 江 高 田 治 さ ん 宅 前 15:00～15:30

石 原 山本 基 工 事務 所 前 15:35～16:00

九
月
十
一
日

棚 野 棚 野 集 会 所 横 ９:30～10:30

中 山 中 野 功 さ ん 宅 前 10:40～11:40

石 原 石 原 集 会 所 12:40～13:40

山 西 ＪＡ東とくしま農協生比奈支所 13:50～14:30

中 角 農 村 婦 人 の 家 14:40～15:20

久 国 役 場 前 15:30～16:00

九
月
十
八
日

生 名 い ち ょ う の 木 ９:30～10:30

棚 野 喜 楽 苑 前 10:40～11:40

久 国 役 場 前 12:50～13:30

横 瀬 ＪＡ東とくしま農協勝浦支所 13:40～14:40

坂 本 坂 本 集 会 所 14:50～15:30

平成12年度 巡回結核検診日程表

医
療
相
談
会
の
お
知
ら
せ

平
成
十
二
年
度

神
経
系
・
膠
原
系
の
難
病
の
方
、
家
族
の
方
へ

●

原
因
不
明
で
…
…
だ
ん
だ
ん
歩
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

筋
肉
が
落
ち
、
力
が
入
り
に
く
く
な
っ
た

微
熱
、
発
熱
で
体
が
だ
る
く
疲
れ
や
す
い

難
病
と
い
わ
れ
て
い
る
が
診
断
が
は
っ
き
り
し
な
い

●

か
か
り
つ
け
の
医
師
か
ら
紹
介
さ
れ
た

九
月
十
二
日

午
後
一
時
か
ら
四
時

日

時

阿
南
保
健
所
小
松
島
支
所

小
松
島
市
堀
川
町
一
―
二
七

場

所

八
月
二
十
二
日

申
し
込
み
締
切
り

内

容

医
療
相
談
（
神
経
系
・
膠
原
系
専
門
医
）

歯
科
相
談
（
歯
科
医
師
／
歯
科
衛
生
士
）

栄
養
相
談
（
管
理
栄
養
士
）

福
祉
相
談
（
福
祉
関
係
職
員
）

看
護
・
介
護
相
談
（
保
健
婦
）

費

用

無

料

申
込
方
法

完
全
予
約
制
（
お
電
話
で
結
構
で
す
）

申
込
先

阿
南
保
健
所

疾
病
対
策
係

（

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二
）

ま
た
は
役
場
福
祉
課

（

こ
ん
な
症
状
で
お
困
り
の
方
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

二
―
一
五
〇
二
）

※
申
し
込
み
後
、
保
健
所
保
健
婦
が
事
前
訪
問

さ
せ
て
た
だ
き
、
詳
し
い
相
談
内
容
を
お
伺

い
し
ま
す
。

※
寝
た
き
り
等
で
会
場
へ
お
越
し
で
き
な
い
方

は
、
神
経
難
病
の
方
に
限
り
専
門
医
が
訪
問

診
療
い
た
し
ま
す
。

（火）

（火）

（月）

（火）

（月）



６
月
16
日
～
７
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
久
国
字
松
ノ
本

松

田

広

文

（
阿
南
市

井
上
ま
り
子

大
字
棚
野
字
都
井
谷

高

田

敦

仁

（
阿
南
市

田

村

美

樹

お
誕
生
お
め
で
と
う

松

本

秀

樹

長
女

大
字
沼
江

）

字
一
楽

真
美
子

萌も
え

那な

阿

部

泰

之

次
男

大
字
沼
江

）

字
花
紫
壟

み
つ
美

達た
つ

樹き

坂

口

孝

夫

長
女

大
字
三
溪

）

字
名
田

千

恵

彩き
ら

ら々

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
栗
城

栗

城

友

子（
欝碓
歳
）

大
字
生
名
字
中
道

平
賀
サ
ダ
ヱ（
厩臼
歳
）

大
字
棚
野
字
竹
国

鶴

居

君

江（
唄欝
歳
）

大
字
棚
野
字
口
立
川

筧

武

雄（
蔚臼
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

森

本

友

章
さ
ん
（
坂
本
）

平

賀

芳

一
さ
ん
（
生
名
）

山

野

忠

男
さ
ん
（
与
川
内
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臼姥

心配ごと相談
● 日時 ８月４日

８月11日

８月18日

８月25日

● 時間

午前10時～午後３時

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており

ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

８月１日 上勝町診療所 ６－０３０２

８月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月５日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月９日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月⑬日 赤 岩 医 院 ２－２００６

８月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月17日 上勝町診療所 ６－０３０２

８月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月21日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月25日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月 日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月29日 赤 岩 医 院 ２－２００６

８月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 ８月25日 午前10時～午後４時

（受付時間 午後３時まで）
場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6

08853 -2 -2030
相談員 小 倉 歓 一

お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階
088-621 -3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表
８ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
３ 10 24 31

午後７:30～
木 木 木 木

踊 り
２ ９ 23

午後２:00～
水 水 水

歌 謡
１ ８ 22

午後７:30～
火 火 火

生け花
12 23

午後８:00～
土 水

大正琴
３ 17 26 木曜日は午後１ : 00～

土曜日は午後６ : 30～木 木 土

習 字
４ 11 18 25

午後７:00～
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

８月 交流講座日程

戸

籍

の

窓

６
月
16
日
～
７
月
15
日

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）




